
※ホームページ等で公表します。（様式１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 復 興 共 同 － 報 告  

 

立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）  

東日本大震災・復興支援関連研究（共同研究型）  

２０１４年度研究【経過・成果】報告書  

 

研 究 代 表 者 

所属部局･職 氏 名 

 コミュニティ福祉学部・教授    大石  和男  印  

研 究 課 題 
被災者に対する心理面への長期的で効果的な支援に向けた研究：ポジティブ

心理学の応用  

研 究 組 織 

 

所属研究機関・部局・職 氏 名 

コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科・教授 

中央大学・理工学部人間総合理工学科・教育技術員 

NPO法人子どもグリーフサポートステーション 

星野リゾート・マネジメント 

立教大学大学院・コミュニティ福祉学研究科・博士課程後

期課程 

株式会社霞が関トラベル・営業部 営業一課 

立教大学大学院・コミュニティ福祉学研究科・博士課程前

期課程 

同 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大石  和男  

遠藤  伸太郎  

大塚  光太郎  

新谷  健介  

嘉瀬  貴祥  

 

矢野  麻梨奈  

木村  駿介  

 

坂内  くらら  

研 究 期 間 2012 年度   ～  2014 年度  

研 究 経 費 2012 年度 2013 年度   2014 年度 総計 

(上段：支出金額) 2,973,856 
円 

2,911,644 
円 

2,949,099 
円 

8,834,599 
円 

(下段：採択金額) 3,000,000 3,000,000 3,000,000 9,000,000 

 

研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 近年注目され始めたポジティブ心理学の視点は、困難に直面する人たちにとって極

めて重要な視点となる。なぜならば、困難にある人々が自らの「強み」を行使しなが

ら「希望」を見出す手助けをするという点で、従来の臨床心理学とは決定的に異なる

からである。しかしながら、これまではそれらの理論の枠組みについては研究の蓄積

があるものの、どのような機序で人は困難から立ち直るのか、あるいは立ち直りの過

程でどのような介入が効果的であるのかにについては詳細な研究が行われていない。

そこで本研究では、被災者の支援方略の検討にあたりポジティブ心理学の視点を導入

し、その応用可能性および介入方法への落とし込みを図る。具体的には、SOC（ Sense of 

Coherence）、 レ ジ リエ ン ス（ Resilience）、そ れ に心 的外 傷後 成長 （ Posttraumatic 

growth; 以下 PTG とする）などの視点を用いて被災者のポジティブな心理的変化を各

要素に分類し、詳細に分析を行うことでより効果的な介入方法を検討する。  

 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 これまでの被災者への心理面での支援の試みを概観すると、臨床心理学の視野に立

ち、PTSD 症状やストレス反応が時間経過とともにどのように変化しているか、またそ

れらに対する薬物治療や介入方法に注目した報告がほとんどである。しかしながら、

仮に従来の臨床心理学の視点だけで PTSD 等の治療や介入が行われたとしても、被災

者にとっては一時的に症状が消えただけにすぎず、被災者の困難が長期に継続する今

回の大震災では、被災者に内在する「強み」への気づきや「希望」という視点がなけ

れば再発のリスクを低減することは困難である。しかしながら、これまでの先行研究

ではその点について示唆は得られているものの、詳細な研究が行われていないのが現

状である。そこで本プロジェクト研究では、被災者の支援方略の検討にあたって、従

来の臨床心理学に加えてポジティブ心理学からの視点である学術的な枠組みを導入す

る。たとえば、「大丈夫、何とかなる」という感覚の SOC、「どん底の状態から立ち直

る力」であるレジリエンス、それに「困難な状態からのポジティブな心理的変化」で

ある PTG などの概念を用いることで、被災者のポジティブな心理的変化を抽出し詳細

な分析を行う。加えて、関連分野の先行研究の蓄積が極めて少ないことに鑑み、同時

に被災者以外の被験者を対象とした基礎研究を実施する。そこで得られた知見を、被

災者へ慎重に応用を試みる。  

2012 年度の本プロジェクト研究では、被災者の心理的変化の過程のモデルを構築し、

ポジティブな側面に着目することの重要性と、それによる新しい支援の形の可能性が

見出された。さらに、ポジティブな心理的資源がどのような機序でメンタルヘルスの

向上に関連するかについての基礎研究の重要性が、あらためてクローズアップされた。

2013 年度は、まず阪神淡路大震災の被災者が現在に至るまでどのような心理的変化を

経験したかについて詳細な分析を実施した。その後に、東日本大震災の被災者を対象

として、グリーフケアプログラムへの参加におけるポジティ ブな心理的変化について

分析した。以上の結果に加えて、被災者への支援策の検討の必要性、さらに支援者の

メンタルヘルスの問題を評価して「燃え尽き」を防止する仕組みづくりの重要性も明

らかとなった。具体的な支援策に関しては、バリエーションの一つとして当初予定し

ていた支援活動に加えて、食習慣の啓発活動や音楽活動等の余暇活動が持つ大きな効

果が明らかとなった。また、被災者以外を対象とした基礎研究では、 SOC がメンタル

ヘルスにどのように働きかけるかについての機序等について調査した。  

2014 年度は、これまでの研究に加えて、研究代表者が深く関係する地域である福島県

双葉町の被災者、およびその支援者に対する介入研究を実施した。具体的には、町役

場や社会福祉協議会加須事務所の職員および協力組織、またそれらが支援する加須市

および周辺で生活する双葉町民、加えて福島県いわき地区に避難する双葉町民である。 

上述の研究の流れから、2014 年度は以下の 4 つの観点から研究を実施した。これら 1

年間の研究成果は、学会誌に原著論文として 4 件掲載済および印刷中、加えてもう 3

件は現在審査中である。また学会発表では、国内で 7 件、海外で 8 件審査を通過して

発表を行うという成果となった。以下に、 2014 年度に実施された研究の経過と概要を

示す。  

①ポジティブ心理学に関連した概念についての基礎研究  

基本的な人の指向性である SOC や心理的技術に関わるライフスキルは、それぞれ心理的

な立ち直りに関与することは知られていたが、それらの機序については明らかではなか

った。さらに、被災のような困難の体験がどのような過程を経て癒されるか、さらにど

のように人間としての成長につながるかについてはほとんど明らかとなっていなかっ

た。これらの点について、SOC の高低やライフスキルの影響が現れやすい青年層やスポ

ーツ競技者を対象として基礎研究を実施した。これらの結果は、ヨーロッパ健康心理学

会等の海外の学会で発表され、健康心理学研究などの学術的水準の高い雑誌に原著論文

として投稿し、すでに掲載済および現在査読中である。  
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研究【経過・成果】の概要 つづき  

②被災者およびその支援者のメンタルヘルスアセスメント  

2013 年度には、被災者およびその支援者のメンタルヘルスを簡便に評価する尺度を

作成することができた（立教式メンタルヘルス尺度： MH-R）ため、 2014 年度はイン

ターネット調査を実施し、多くの一般の人たちを対象にした評価基準の作成を行った。

この尺度はスマートフォンなどから簡単にアクセスできるうえ、項目数やその内容も

簡便で精度も十分に高いことが明らかなため、汎用性が高い。現在介入に入っている

双葉町の被災者およびその支援者に対しても調査を実施し、そのアセスメントに努め

ている。これらの成果の一部は、ヨーロッパ健康心理学会等で発表された。  

③被災者への介入およびその効果の検討  

上記のアセスメントに加えて、双葉町の被災者に対する定期的な支援活動、具体的

には被災者との食事会やお茶会、音楽活動やレクリエーション活動などの交流を通じ

てその効果の調査を開始した。この中では参加者の MH-R 得点の調査に加えて、支援

活動に対する感想、それに被災直後から現在に至るまでの心理的な変化について聞き

取り調査を実施している。被災者の感想をテキストマイニングにより分析した結果、

「外に出て活動することが気持ちの切り替えに役立っている」や「時々知り合いに会

えて幸せになる。家にばかりにいると落ち込む。皆に優しくしてもらえるのがうれし

い」、「皆で折り紙をしたり食べたり歌ったり、会えるだけでもうれしい」など、様々

な支援活動が極めてポジティブな効果を発揮している可能性が明らかとなった。一方、

被災者の MH-R 得点は非被災者に比べて非常に低いこと、すなわち心理的健康に問題

を抱えている可能性の高いことが示された。この点に関しては、実際に面談した際に

報告者が抱いた印象とは大きく異なっており、内面を容易に外に出さない東北という

地域特有の問題などが関与することが推測された。加えて、イベントに参加するとい

う意欲ある方が対象であるにも拘らずこのような結果が得られたことは、参加しない

あるいはできない被災者の心理的健康状態は極めて深刻であることが危惧された。そ

のため、今後は活動に参加できない被災者を取り込める仕組みづくりが必要であると

考えられた。あらためて、実際に測定することの重要性が強調される結果となった。

これらの一連の活動は、単なる研究の枠を超えたものであり、被災者との人間的交流

を伴う、報告者にとっても大きな学びの場となっている。これらの成果については、

2015 年ヨーロッパ健康心理学会および日本健康心理学会等に発表する予定である。  

④運動習慣、食習慣、および音楽療法等の介入に関する研究  

初年度より継続していた基礎研究を通じて、認知行動療法に基づく介入における食

習慣や音楽活動についての重要性が見出された。食習慣がメンタルヘルスに与える影

響は大きく、さらに日常に不可欠である食習慣の改善は、具体的かつ効果的な支援策

になり得る。加えて、被災者が生きがいや喜びを見出す過程において、音楽活動は極

めて大きな影響を持つことが推測される。このことから、特に食習慣の啓発活動と音

楽活動への参加に関して、これらの介入が被災者へどのようなポジティブな効果を有

するかについての研究を実施した。ただし、一般に音楽が持つポジティブな効果が報

告されているものの、長期にわたって困難が続く被災者において、音楽療法が有する

機能については明らかではない。また支援者自身の「燃え尽き」が注目されるが、特

に演奏家自身のメンタルヘルスは必ずしも高くないことが指摘されている。そのため、

音楽の持つ効果を最大限に発揮させ、かつ演奏家のメンタルヘルスを維持しながら長

期支援の方策を探るための基礎研究も同時に実施した。これらの基礎研究の成果につ

いては、ヨーロッパ健康心理学会などの国際学会、それに日本健康心理学会などの国

内学会で発表された。  

被災者に対する介入研究は現在進行中であるが、多くの人との食事を同席する回数が

多いほど、また何らかの楽器を演奏する回数が多いほど、精神的健康が良好であると

いう結果が得られている。これらの研究成果については、今後とも鋭意進めていき、

国外国内の関連学会において発表する予定である。  

※この（様式２）に記入の 、経過・成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差 控え  

期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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